
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊島区特別支援教育推進計画【第二期 改訂版】（概要版） 

豊島区特別支援教育推進計画（令和７～９年度）  令和７年３月発行 

編集・発行 豊島区教育委員会 事務局 教育部 教育センター（豊島区雑司ヶ谷３-１-７ ） 

電話 ０３－３５９０－１２５１（FAX ０３－３５９０－１２５１）   URL https://www.city.toshima.lg.jp/011/kuse/iken/goiken/voice.html 

推進プラン１ 
 
 

 
 

●臨床心理士・公認心理師による相談事

業を実施します。 

●就学前から小学校入学へのスムーズな

移行ができるようにサポートを行います。 

推進プラン１ 

相談事業の充実 

推進プラン２ 

特別支援教育の校内支援体制の充実 

推進プラン３ 

交流及び共同学習の推進 

推進プラン４ 

 

推進プラン５ 

多様な教育環境の整備 

推進プラン６

 

６つの推進プラン（内容を抜粋） 

 

 

 
 

●特別支援教育の推進に向けて多様な教

育環境を整備します。 

●タブレットパソコンを活用した指導・支援

方法の工夫・改善を図ります。 

 

 

 
 

●児童生徒等の困り感に寄り添った、学校

の組織的対応の実現を目指します。 

●補助員・指導員を配置し、学習面や行

動面での支援を図ります。 

 

 

 
 

●幼児教育の質の向上を目指し、幼児教

育センターを設置します。 

●保護者や地域、関連機関と連携した支

援体制を整備します。  

 

 

 

 
 

●教職員や保護者へ意義やねらい等につ

いての理解促進を図ります。 

●体験的活動等による交流及び共同学習

の充実を図ります。 

 

 

 
 

●個別指導計画を作成する等、一人ひとり

に合わせた支援を行います。 

●教職員向けの研修により、特別支援教

育に関する専門性向上に取り組みます。 

※１ 豊島区では、障害のある者と障害のない者が共に学ぶ場を、現在の環境の中で合理的配慮の提供のもと、できる限り 

設定します。児童生徒等が将来社会で参加及び貢献できるように、一人ひとりの力を最大限に伸ばすことが目的です。 

※２ 学校では、障害のある児童生徒等を含む、すべての児童生徒等が分かりやすく、参加できる授業づくりを目指します。 

※３ 障害のある児童生徒等と障害のない児童生徒等が活動を共にする機会を増やします。 

令和４年３月に、「豊島区特別支援教育推進計画（令和４～６年度）」を策定しました。計画の進捗状況を点検・評価し、その結果を内容に

反映させ、改訂版を作成いたしました。本計画を基にして特別支援教育の充実を図り、目標「誰もが相互に人格と個性を尊重し合い、互いの

多様性を認め合う共生社会の形成」の達成を目指します。 

目標を支えるのが２本の柱です。この２本の柱の内容を踏まえた具体的な取組目標を、６つの推進プランとしてまとめました。教育委員会が

計画の達成に向け全体の進捗状況を把握して指導・助言を進めてまいります。 

目標：誰もが相互に人格と個性を尊重し合い、互いの多様性を認め合う共生社会の形成 

  

保護者や地域、関係機関等と

連携した一人ひとりの個に応じ

た支援を推進させていきます。 

授業のユニバーサルデザイ

ン化や交流及び共同学習を充

実させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

インクルーシブな教育の 

推進（P.８） 

 

就学前から社会参加までの 

切れ目のない支援の推進（P.９） 

 

※１ 

推進プラン５    多様な教育環境の整備 

推進プラン２    特別支援教育の校内支援体制の充実 

推進プラン４    支援が必要な児童生徒等への指導の充実 

 

【６つの推進プラン】 

推進プラン３    交流及び共同学習の推進 

推進プラン６     

推進プラン１    相談事業の充実 

柱 １ 柱 2 

※３ 

※２ 


